
 

平成２８年度 学校経営計画書及び学校評価計画書 

１ 教育目標 

   真理を探究し、高い知性と豊かな心を養い、積極・進取の精神をもった明朗快活で実践力のある誠実な人間を育成する。 

  石川県立飯田高等学校  

   学校長 三 嶋 達 也 

 

２ 中長期的目標 

（１）学校の現状 

① 文武両道を校是として推し進め、教育目標に掲げる人材の育成を目指して教育活動を行っている。 

② 過疎化・少子化の進展により、生徒が一層多様化している。生徒の多様な意識や能力に応じた学習指導と進路指導が求められている。 

  ③ 普通科と総合学科併置の特性を踏まえ、生徒の多様なニーズに応える指導・支援体制の構築が求められている。 

  ④ 部活動を通して礼儀や規範意識の向上を図り、ボランティア活動や地域行事への積極参加を通じて、地域に密着した学校作りを推進している。 

  ⑤ 地元の中学校と連携を取り、中高接続を意識した英語の学習指導の在り方を追求する取組を進めている。 

 

（２）生徒に関する中長期的目標 

① 学びに対する意欲と身構えを自ら整え、キャリア・アップを図り、自分の将来に対して志の持てる基盤を築く。 

② 基礎・基本となる知識や技能の習得を基に、自らの未来を拓く素地となる思考力・判断力・表現力を身に付ける。 

③  礼儀正しく、互いの個性や能力を尊重し合い、故郷に誇りと愛着を持てるグローバルな人材を育成する。 

 

（３）教職員、学校組織等の望ましい在り方 

① 各課、学年、教科間の連携を密接に取り、組織体としての教育力を高める。 

② 教員一人一人が経営参画意識を持って業務を進め、主任層が積極的に指導・助言や提案を行う。 

  ③ 学習指導、部活動や学校行事等において生徒と強く係わるとともに、生徒の支援者として自らの総合的指導力を高める。 

④ 学校公開や外部に対する適切な情報提供を行い、地域の特性を活用した取組を積極的に進める。 

 

３ 今年度の重点目標  

（１）生徒の多様な進路希望を実現するための相応な学力養成   

（２）生徒の規範意識の向上と生活習慣・学習習慣の定着 

（３）普通科、総合学科それぞれの特長を活かした教育活動の推進 

（４）地域の教育力を活かした教育活動を展開し、地域と連携した学校づくりの推進    
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の多様な進

路希望を実現す

るための相応な

学力養成 

①  教員の授業改善と生
徒の進路意識の向上
を図る。 

各教科 
各学年 
進路指導課 

昨年度は、７月進研模試と１月
進研模試を比較。1年生は英
語９→12、数学10→31、国語
12→17と3教科すべてで偏差
値60以上人数が増加。2年生
は英語4→11、数学13→8、国
語14→17と2教科で増加した。 

【成果指標】 
１・２年の１月模試で、英数
国総合の偏差値60以上が
10％、55以上が20％、50
以上が50％を目指す。 
（学年毎） 
 

各学年で10％、20％、50％の基準
を 
Ａ：すべて達成した 
Ｂ：２つ達成した 
Ｃ：１つ達成した 
Ｄ：すべて達成できなかった 

Ｃ以下の場合は学

年会、教科で指導

体制を再検討する。 

 

② 進路実現可能な学力
を身につけるために
自立的学習習慣を定
着させる。 
 
 

各学年 
進路指導課 

学年＋１時間の学習時間を推
奨している。1,2年ともに学習
時間増加への取組意志は高
い。 

【成果指標】 
予習・復習を習慣化させ、
家庭学習を充実させる。（
学年毎） 

アンケートで予習復習を行ってい
るかを調査し、肯定的な回答が、 
Ａ：７０％以上 
Ｂ：５０％以上 
Ｃ：３０％以上 
Ｄ：３０％未満 
 

Ｃ以下の場合は学

年会・教科で指導

体制を再検討する 

隔月１回、家庭
学習時間の調査
を行う。 

③ 幅広い知識と、情報処

理能力を身につけ、公

務員試験に対応できる

力を育成する。 

各教科 

進路指導課 

自然科学・判断推理・数的推

理の分野で弱点を持つ生徒

が多く見られるので、これら

の弱点を中心に、学力の底

上げを図る必要がある。 

【成果指標】 

公務員模擬試験において

総合判定でＢランク以上の

生徒の割合を指標とする。 

公務員試験直前の模擬試験にお
いてＢランク以上の生徒の割合が 

Ａ：８０%以上 

Ｂ：６０%以上 

Ｃ：４０%以上  

Ｄ：４０%未満 

Ｃ以下の場合は進
路及び、各教科で
取組を再検討する 

 

④ いしかわ探究スキル育

成プロジェクトでの研

究・実践の成果を学校

全体に還元し教育力

を高める。 

各教科 

教務課 

進路指導課 

互見授業の普及が充分とは

いえず、必要性は実感でき

ても実践につなげる意識が

まだまだ低い。 

【成果指標】 

教員の授業力向上を目指

す取り組みの効果を、生

徒による授業評価で評価

する。 

生徒による授業評価で、教員は授

業において深く思考させる場面を

増やし、学習意欲を高める工夫を

しているとの回答が 

Ａ：９５％以上 

Ｂ：９０％以上 

Ｃ：８０％以上 

Ｄ：８０％未満 

C以下の場合は

各教科で指導法

を再検討する。 

 

⑤ 学力スタンダードを策

定することにより、ＡＬ

等探究的な学習活動

を取り入れるための教

員の指導スキルの向

上を図る。 

教務課 教員間で探究的な学習活動

を取り入れた授業に対する

意識は確実に高まっている。

昨年度は、７６％の教員が、何

らかの形で探究的な活動を取

り入れた授業を実施した。 

 

【成果指標】 

教員の授業力向上を目指

す取り組みの効果を、生

徒による授業評価で評価

する。 

生徒による授業評価で、授業中生

徒が探究的な活動する場面がある

との回答が、 

Ａ：９０％以上 

Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上 

Ｄ：７５％未満 

 

C以下の場合は

各教科で指導法

を再検討する。 
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の規範意

識の向上と生

活習慣・学習

習慣の定着 

①  

 

 

 

 

携帯電話・スマー

トフォンの使用

ルール遵守と1日

の使用時間を削

減する指導を進

める。 

生徒指導課 

全職員 

携帯電話等に伴う課題が多く、SNS

利用５ヶ条を知らない生徒もいるの

で、使用ルールをきちんと守る習慣

を身につけさせたい。 

また、携帯・スマホ使用が家庭学習

時間を奪っている現状があり、昨年

度の１人あたりの1日の使用時間が５

０分であった。今年度は３０分以内を

目標にしたい。 

【成果指標】 

①使用ルールの遵守 

自己評価により、達成でき

たかをみる。 

②使用時間 

使用時間の調査から達成

できたかをみる。 

①生徒の自己評価アンケートから日常

的に達成できた割合が 

Ａ：８５％以上   Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上   Ｄ：６０％未満  

②生徒の使用時間調査から１人あたり

の１日平均使用時間が 

Ａ：３０分以内   Ｂ：４０分以内 

Ｃ：５０分以内   Ｄ：５０分より長い 

Ｃ以下の場

合は、指導

を見直す。 

①年３回（７月・

１２月・３月）の

アンケートを実

施する。 

②年5回の調査

を実施する。 

 

②  

 

 

 

 

時間厳守の習慣の

確立を目指し、「遅

刻０運動」を継続す

る。 

生徒指導課 

全職員 

継続した取組により年々理由のない

遅刻数が減り、授業時のベル着・ベ

ルスタートも確実に定着している。 

学校生活のあらゆる場面で時間をき

ちんと守る習慣を更に高いレベルで

定着させたい。 

 

 

【成果指標】 

毎週の遅刻集計結果を生

徒玄関に掲示し、達成状

況をみる。 

「遅刻０の日」が年間合計で 

Ａ：１６０日以上   Ｂ：１５０日以上 

Ｃ：１４０日以上   Ｄ：１４０日未満  

Ｃ以下の場

合は、指導

を見直す。 

生活委員が毎週

末に遅刻集計を

行い、結果を掲

示する。 

③ 

 

 

 

 

挨拶や服装・交通

マナーなど基本的

な生活習慣の定着

について指導を徹

底する。 

 

生徒指導課 

全職員 

 

 

 

朝の挨拶運動や登校時の指導によ

り挨拶ができる生徒の割合は高い。

服装で指導を受ける生徒は、減少し

ているが十分とは言えない。 

また、一部の生徒で交通マナー、自

転車の二人乗りで指導を受ける生徒

がいる。 

 

【成果指標】 

自己評価により、達成状

況をみる。 

生徒の自己評価アンケートから日常的

に達成できた割合が 

Ａ：８５％以上   Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上   Ｄ：６０％未満  

Ｃ以下の場

合は、指導

を見直す。 

年３回（７月・１２

月・３月）アンケ

ートを実施する 

④ 

 

 

 

 

 

 

「ICP」の取り組み

の意義を理解し、

全校生徒が教職

員とともに毎日の

清掃活動をすると

ともに、学校生活

全般において環

境美化に努める。 

保健厚生課 

全職員 

ICPの取り組みにより生徒の環境美

化に対する意識が向上してきた。評

価には清掃の担当場所により差が

見られる。ICPの取り組みについて、

さらに共通理解が深まるよう班長の

打合せ会を開くなどの方策を講じる

ことにより、採点の正確化を図り、環

境美化の促進に努めたい。 

【成果指標】 

自己評価アンケートの集

計結果を掲示し、達成状

況を振り返る。 

生徒の自己評価アンケート（班ごと）

から日常の清掃をしっかりできた割

合が 

A：８５％以上  Ｂ:７０％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

Ｃ以下の場

合は、取り

組みを見直

す。 

２週ごとに自己

評価アンケート

（班ごと）を実施

する。 



№ ３ 

 重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

３ 普通科、総合

学科それぞれ

の特長を活か

した教育活動

の推進 

①  進学希望者及び公務

員希望者の進路実現

を支援する体制を構

築する。（普通科） 

 

３学年 

進路指導課 

国公立大学６４名、私立大学 

１４名、短大専門学校１３名、

公務員１０名、民間就職１名の

希望者がいる（普通科）。 

 

学年全体を通して適切

な指導が行われ、その

成果が顕れた。 

年度末進路状況において、 

進学希望者の 

Ａ：90％以上が進路希望を実現した。 

Ｂ：70％以上が進路希望を実現した。 

C：50％以上が進路希望を実現した。 

Ｄ：50％未満が進路希望を実現した。 

 

公務員希望者の 

Ａ：50％以上が進路希望を実現した。 

Ｂ：40％以上が進路希望を実現した。 

Ｃ：30％以上が進路希望を実現した。 

Ｄ：30％未満が進路希望を実現した 

 

Ｃ以下の場合

は指導体制の

見直しを行う。 

進学希望者及

び公務員希望

者の進路実現を

支援する体制を

構築する。（普

通科） 

 

② 個に応じた進学指導

、公務員指導、就職

指導を充実させる。 

（総合学科） 

３学年   

進路指導課 

国公立大学１名、私立大学４

名、短大・専門学校１２名、公

務員５名、就職１７名の希望者

がいる（総合学科）。 

学年全体を通して適切

な指導が行われ、その

成果が顕れた。 

年度末進路状況において、 

進学希望者の 

Ａ：90％以上が進路希望を実現した。 

Ｂ：70％以上が進路希望を実現した。 

Ｃ：55％以上が進路希望を実現した。 

Ｄ：55％未満が進路希望を実現した。 

 

公務員希望者の 

Ａ：50％以上が進路希望を実現した。 

Ｂ：40％以上が進路希望を実現した。 

Ｃ：30％以上が進路希望を実現した。 

Ｄ：30％未満が進路希望を実現した。 

 

就職希望者の内定が 

Ａ：年内に100％を得た。 

Ｂ：1月に100％を得た。 

Ｃ：2月に100％を得た。 

Ｄ：3月以降にずれ込んでしまった。 

 

Ｃ以下の場合

は指導方法の

見直しを行う。 

個に応じた進学

指導、公務員指

導、就職指導を

充実させる（総

合学科） 



                                                                   № ４ 

 重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

３ 

 

 

 

 

 

 

普通科、総合

学科それぞれ

の特長を活か

した教育活動

の推進 

③ 学習意欲を高めるため

検定・資格取得を推進

する。 

・パソコン利用技術検

定２級 

・第二種電気工事士 

・危険物取扱者 等 

 

工業科 昨年は全体の合格率は57.6％

だった。 

 

 

 

 

 

 

【成果指標】 

合格率を指標とする。 

合格率が全体の 

Ａ：６０％以上    Ｂ：４５％以上 

Ｃ：３０％以上    Ｄ：３０％未満 

※（合格者数）／（受験者数） 

Ｃ以下の場合

は、学習意欲

喚起の方策を

見直す。 

合格状況を調

査する。 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習意欲喚起のための

方策として、各種検定・

資格取得を推進する。 

 

商業科 昨年度の合格率は全体で

55.3%で、少し改善した。 

簿記検定   39/89 （43.8%） 

情報処理検定 54/125(43.2%) 

珠算・電卓検定   

163/205(79.5%) 

ビジネス文書検定 

166/303(54.8%) 

商業経済検定  4/42 (9.5%) 

英語検定   50/96 (52.1%) 

の結果である。 

 

 

【成果指標】 

１年間での資格取得率

の結果と、生徒の取組

状況をみる。  

学年及び系列の目標とする各種検定

資格に対する取得率が 

Ａ：７５％以上    Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５０％以上    Ｄ：５０％未満 

※（合格者数）／（受験者数） 

 

Ｃ以下の場合

は、学習意欲

喚起の方策を

見直す。 

検定合格状況

を調査する。 

 

 

⑤ 

 

 

 

一般社会の基準に耐えう

る発表態度やマナー、

責任ある態度を身に付

けさせるための発表会を

普通科にも取り入れる。 

教務課 

全職員 

総合学科においては、総合的

な学習の時間を活用した、研

究の成果を発信する能力を身

に付けるための取組が成果を

上げている。 

【成果指標】 

生徒による自己評価によ

り達成状況をみる。 

事後アンケートにおいて、発表する力

が身に付いたと実感できた生徒が、 

Ａ：７０％以上 

Ｂ：５０％以上 

Ｃ：３０％以上 

Ｄ：３０％未満 

 

 

 

 

Ｃ以下の場合

は取組を見直

す。 

 

 



      № ５ 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現     状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の教育

力を活かした

教育活動を

展開し、地域

と連携した学

校づくりの推

進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

本校が実践する教育活

動や学校行事に関する

情報発信を積極的に進

め、本校に対する地域の

理解を深める。 

総務課 

教務課 

学校ＨＰや飯高タイムズ等を中心

とした本校の情報発信に対して

はある程度の肯定評価を頂いて

はいるが、まだまだ十分とは言え

ない。 

【成果指標】 

本校の教育活動や学校

行事に関する広報活動

の実践と取組に対する

保護者及び地域代表の

評価 

学校ＨＰの更新が 

Ａ：週１回以上  Ｂ：２週間に１回以上 

Ｃ：３週間に１回以上  Ｄ：月に１回 

できた。 

保護者及び地域代表者に対するアンケ

ートの回答が 

Ａ：広報活動を十分に行っている。 

Ｂ：まあまあ行っている。 

Ｃ：あまり行っていない。 

Ｄ：全く行っていない。 

Ｃ以下の場合

は取組を見直

す。 

積極的にマスコミ

を活用した広報

を展開する。 

② 

 

 

 

 

ゲストティーチャーやチ

ームによるフィールドワ

ークを取り入れた課題

研究活動を、普通科に

も導入する。 

教務課 

全職員 

総合的な学習の時間を活用し

た、自発的・創造的な学習態度

や問題解決の能力を身に付け

るための取組が成果を上げて

いる。 

【成果指標】 

課題研究を進める上で

グループごとの、校外と

の連携の様子を観察す

る。 

校外の講師の招へいや施設見学など

の連携を通した課題研究活動を行った

普通科のグループが、 

Ａ：７０％以上  Ｂ：５０％以上 

Ｃ：３０％以上  Ｄ：３０％未満 

Ｃ以下の場合

は取組を見直

す。 

 

③ 

 

 

 

 

地元の小学校高学年・中

学校を対象に、理科実験

授業を学期に１回行い、

理科に関する興味・関心

を高める。 

理科 昨年度は、地元の小学校高学年・

中学校を対象に、理科実験授業

を１回行った。 

 

【成果指標】 

小・中学生の理科に対

する興味・関心を引き出

すことができた。 

 

実験内容に興味を持ち、自ら理解を深

めるための考察や追加実験をしたいと

回答する児童・生徒の割合が 

Ａ：80％以上    Ｂ：70％以上 

Ｃ：60％以上     Ｄ：60％未満 

  

④ 

 

 

 

 

 

保護者懇談会への参加

を含め、積極的な学校行

事への参加をお願いす

る。 

総務課 

ＰＴＡ係 

文化祭やＰＴＡ総会などのおもだ

った行事への保護者の参加に偏り

があり、保護者の学校に対する意

識に濃淡が認められる。 

【成果指標】 

保護者懇談会への参加

を含めた学校行事への

参加回数 

会員数410名のうち、保護者懇談会への

参加を含め、学校行事への参加回数が 

３回以上の割合が 

Ａ：80％（317人）以上 

Ｂ：60％（238人）以上 

Ｃ：40％（158人）以上 

Ｄ：40％未満 

Ｃ以下の場合

は案内の方法

を見直す。 

 

⑤ 

 

 

地域のさまざまな立場の

方々に講師を依頼し、平

時の授業（地域学Ⅰ、産

業社会と人間など）を協

同して創り上げる。 

総合学科 地域学Ⅰで地域の方々と生徒が

関わり合ってきた。また、年に数

回、特定の行事の中で、地域の

方に講演を行ってもらった。 

【成果指標】 

地域の方々を講師に招

き、授業をおこなった時

間数 

地域の方々を講師に招き、授業（フィー

ルドワーク）をおこなった時間数が、 

Ａ：40時間以上 

Ｂ：30時間以上 

Ｃ：20時間以上 

Ｄ：20時間未満 

Ｃ以下の場合

は実施方法を

再考する。 

 



 


